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背景および目的

重症熱性血小板減少症候群[Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome (SFTS)]は、2011 年に

中国で初めて報告されたフアイヤンシャン・バンヤンウイルス（Huaiyangshan banyangvirus）[旧名：

SFTS ウイルス]を原因とし、2013 年に日本での存在が確認されたマダニ媒介性感染症である 1-2)。SFTS

は人獣共通感染症であり、マダニに刺されることによる感染のほか、発症動物の体液や排泄物から飼

い主や獣医療関係者へ感染することが報告されており、公衆衛生上問題となっている 2)。

これまで、SFTS は三重県以西での発生であったが 3)、2020 年８月に静岡県初の SFTS 発症ネコが西部

地区で確認され、2021 年３月にヒトでの患者が中部地区で確認された。その後もヒトや愛玩動物で続

発しており、2022 年 11 月現在ヒト 10 例、イヌ２例、ネコ６例において発症が確認されている（表１）。

SFTS ウイルスの伝播には野生動物が関与しており、ウイルスを保有するマダニが野生動物に付着し

た状態で移動することで SFTS ウイルスが広範囲に広がると考えられている。

本研究では、昨年度に引き続き県内の SFTS ウイルス侵淫状況を把握するため、動物の SFTS ウイル

スの遺伝子検査および抗体検査を実施した。また、これまで静岡県内で確認された SFTS ウイルスの分

子系統樹解析を実施した。

材料

1)動物の SFTS ウイルス検査

2022 年１月から 10 月に採取された、イヌ３頭、ネコ３頭、イノシシ 114 頭の血清を検体とした。

イヌおよびネコは動物病院から SFTS 疑い症例として検査依頼を受けた検体を材料とした。なお、

発症直後に採取された検体のため遺伝子検査のみを実施した。

イノシシは、県経済産業部農業局畜産振興課が実施している豚熱のモニタリング検査において、

陰性が確認された血清検体の譲渡を受け、検査を実施した（表２）。

2)SFTSウイルスの分子系統樹解析

SFTSウイルスの分子系統樹解析は、2021年３月から2022年８月に、当研究所で行った感染症発生

動向調査に基づく検査および動物病院からの依頼検査にて、SFTSウイルス遺伝子陽性が確認された

患者５例（西部４例、中部１例）および中部地区のネコ１例の血清から得られたSFTSウイルス遺伝

子を用いた。

年次
全国
患者数

県内
患者数

患者
(居住地区・発生月)

動物での発生
(種・居住地区・発生月)

2020 78 0 ネコ4頭・西部・8月以降

2021 110 4

1.中部・3月
2.浜松市・5月
3.静岡市・6月
4.西部・10月

1.ネコ・中部・3月
2.イヌ・中部・5月
3.イヌ・中部・6月
4.ネコ・中部・11月

2022 114 6

1.西部・3月
2.焼津市・4月
3.浜松市北区・6月
4.周智郡森町・6月
5.西部・7月
6.東部・8月
(西部でダニ咬傷)

2022年11月２週時点

表１ 静岡県におけるSFTS発生状況



方法

1)動物の SFTS ウイルス遺伝子検査

被検動物の血清 140μL から QIAamp Viral RNA Mini Kit を用いて RNA 抽出を行い、S分節に特異

的な２種類のプライマー（S2 および S7）を用いた RT-PCR 法により SFTS ウイルス遺伝子の検出を試

みた。

2)動物の抗 SFTS ウイルス抗体検査

被検動物の血清を用い、国立感染症研究所のIgG-ELISA法により抗SFTSウイルス抗体を測定した。

3)SFTS ウイルスの分子系統樹解析

SFTS ウイルスの S分節 494bp 領域を用いて遺伝子解析を行った。

プライマーはSFTS病原体検出マニュアルで提示されているNP-1およびNP-2セットを使用し、3500

Genetic Analyzer（Applied Biosystems）を用いて塩基配列を決定した。

得られた塩基配列については、既知の SFTS ウイルスの配列とともに、MEGA ver.6

（http://www.megasoftware.net/）を用いて Neighbor-Joining 法にて分子系統樹解析を行った。既

知のウイルス配列は National Center for Biotechnology Infomation からデータを取得した。

結果

1)動物の SFTS ウイルス遺伝子検査

すべての検体から SFTS ウイルス遺伝子は検出されなかった（表３）。

2)動物の抗 SFTS ウイルス抗体検査

すべての検体は抗 SFTS ウイルス抗体陰性であった（表３）。

3)SFTS ウイルスの分子系統樹解析

県内で検出された SFTS ウイルスの分子系統樹解析を行った結果、患者およびネコの SFTS ウイル

ス遺伝子型はすべて国内で最も多く報告されている J1 型に分類されたが、西部と中部の SFTS ウイ

ルスはそれぞれ異なる分枝に位置していた（図１）。

考察

2021 年に実施した当研究所の検査においてはヒト２例およびネコ１例から SFTS ウイルス遺伝子が

検出され、タヌキ１頭から抗 SFTS ウイルス抗体が検出された 4)。2022 年、本研究における検査では動

物から SFTS ウイルス遺伝子および抗 SFTS ウイルス抗体が検出されることは無かった。しかし、感染

症発生動向調査に基づき実施したヒトの SFTS 疑い症例の検査では、21 例中４例で SFTS ウイルス遺伝

子陽性の症例が確認されており、県内への SFTS ウイルスの侵淫は進んでいると考えられる。

分子系統樹解析の結果から、少なくとも２系統のSFTSウイルスが県内に存在している事が分かった。

このことから異なるルートで県内に SFTS ウイルスが侵入してきた可能性が考えられる。また 2021 年

に抗 SFTS ウイルス抗体陽性であったタヌキが東部地域の検体であったことからも 4)、SFTS ウイルスの

西部 中部 東部 伊豆
イヌ 0 2 0 1 3
ネコ 1 1 1 0 3
イノシシ 36 29 29 20 114
合計 37 32 30 21 120

表２ 検体情報

生息地域
動物種 計

検査数 陽性数 検査数 陽性数
イヌ 3 0 0 3 0
ネコ 3 0 0 3 0
イノシシ 114 114 0 114 0
合計 120 114 0 120 0

表３ 動物のSFTSウイルス検査
抗体保有検査 遺伝子検査

動物種 検体数



侵入ルートは複数あるのではないかと考えられる。

SFTS ウイルスのまん延は野生動物の関与が重要な要素と考えられているため、今後も県内全域を対

象とした野生動物におけるSFTSウイルスの侵淫状況の調査を継続して実施していく必要があると考え

られる。

図１ 静岡県で検出された SFTS ウイルス遺伝子の系統樹（S 分節 494bp）
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